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先日，新聞報道で「人間回復の橋，今も心に」「島に人を呼ぶ人権の橋に」

という見出しで，ハンセン病療養所のある島と本州を結ぶ橋がかけられて３５

年を迎え，当時架橋運動に奔走した方の生きざまが紹介されていました。なぜ，

「人間回復の橋」，「人権の橋」なのか。それは，ハンセン病回復者に対する差

別や偏見があるため，橋が架かることによって，多くの人が島を訪れ，交流の

輪が広がってほしいとの願いからです。現在，多い時は年間１万２千人が来ら

れ，交流をしているそうです。 

 

 

  ハンセン病は，基本的には皮膚と末梢神経の病気で，ノルウェーのハンセン

博士が発見した「らい菌」という細菌による感染症です。この「らい菌」は非常

に感染力の弱い菌で，感染しただけでは発病する可能性は極めて低く，発病

しても現在では治療法も確立し，早期発見と適切な治療により後遺症も残りま

せん。遺伝しないことも判明しています。 

 

 

有効な治療法がなかった頃には病気の進行に伴い，体の一見してわかると

ころに変形や機能障害がありました。また，家族から引き離されて療養所に入

所させられたことから「強い感染力を持ったおそろしい病気」という誤ったイメ

ージが定着してしまいました。患者はこのような誤解や国や県の誤った施策に

より，長い間多くの偏見と差別に苦しんできた現実があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉名
よ し な

隣保館
り ん ぽ か ん

だより 

 

吉名隣保館 事務所 

(竹原市人権センター内) 

２2―3726 

ハンセン病回復者に対する差別について考えよう（NO.1）

（NO.1） 

 

 

人権ふれあいパネル展の開催について 
・日 時  ６月１４日(水)～２９日(木)９時～１６時  

・場 所  吉名地域交流センター１階会議室 

・内 容  「沖縄戦」 (詳しくは，別紙チラシをご覧ください) 

       介護予防教室の開催について 
・日 時  ６月２０日(火)９時３０分～ 

・場 所  吉名地域交流センター ２階ホール 

・内 容  フレイルの予防について，ノルデックウオーキング等 

(吉名地域交流センターにチラシを置いています。ご覧ください) 

 

◎ハンセン病ってどんな病気? 

 

◎なぜ差別されたのでしょうか 
 

◎差別偏見をなくしていくためには，ハンセン病について正しく理解し，

解決に向けて考えていくことが重要です。 
 



 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６月行事・教室の予定 

☆着付教室         12 日（月）・２６日（月） 午後 １時００分～ 
☆パソコン教室  毎週火曜日    午後 ７時３０分～ 
☆カラオケ教室  毎週木曜日   午後 １時３０分～ 
☆グラウンドゴルフ教室 １５日（木）むなこしグランド  午前 ８時 30 分～ 
☆はんこクラブ  毎週金曜日   午後 １時３０分～ 
☆介護予防教室  ２０日（火）        午前 ９時３０分～ 
☆パネル展   14 日（水）～29 日（木）午前 9 時～午後 16 時 
 
 
 

おめでとうございます 
  グラウンドゴルフ教室      

５月１８日の結果 

【むなこしグランド】 

第１位 西浜勝之進 さん 

第２位 大木 秀夫 さん 

第３位 上岡 昭徳 さん 

吉名隣保館だよりを 「竹原市 
ホームページ」に掲載しています
のでご覧ください 
竹原市ホームページ」 

http://www.city.takehara.Ig.jp 

行政情報  人権・男女共同参画  

 人権  

  吉名隣保館だより 

 

【人権豆知識コーナー】 ＳＤＧs （エスディージーズ）について 
 これは「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会を目指す世界共通の目標で，

2015 年の国連サミットで決定されました。2030 年を達成年限とし，17 のゴールと

169 のターゲットから構成されています。SDGs の内容はどれも「人が生きること」と

関連しており，人権尊重の考え方がベースにあります。 

ここでは，人権に特に関わりの深い目標についてお知ら 

せします。 

【目標 5 ジエンダー平等を実現しよう】 
（ポイント）・すべての女性や女の子が能力を最大限に発揮できる社会をつくる 

      ・すべての人が性別にかかわらず平等に機会が与えられる社会をつくる 

 「ジェンダー平等」とは，ひとりひとりの人間が性別にかかわらず，平等に責任や権

利や機会を分かち合い，あらゆる物事を一緒に決めることができることを意味していま

す。男性と女性は，身体のつくりは違いますが平等です。 

 ところが今の社会では，男性に向いている役割や責任，女性に向いている役割や責任

など，個人の希望や能力でなく「性別」によって生き方や働き方の選択肢や機会が決め

られてしまうことがあります。 

 そこで，世界中で法律や制度を変えたり，教育やメディアを通じた意識啓発を行うこ

とで，社会的・文化的に作られた性差（ジェンダー）を問い直し，ひとりひとりの人権

を尊重し責任を分かち合い，性別に関わりなく，その個性と能力を十分に発揮する事の

できる社会を創るための取り組みが行われています。 

 日本では，「男女共同参画社会基本法」で２１世紀の最重要課題と位置づけています。 

  

▲詳しくはこちら 


